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10年後に安心して生活できる町をつくるために

　医療介護、社協、学校、消防・警察、ボランティア団体、商工会等々、
地域で生活・お仕事されている40名ほどの方にお集まりいただきました。
　立科町現状報告（人口・出生死亡・高齢化・介護保険認定者推移）や介
護保険制度の改正の説明を行った後、一般社団法人地域ケア総合研究所の
浦野千絵さんに「地域で生活を支えるということ」についてお話しいただ
きました。
　
　まずは、顔の見える
関係づくりが大切とい
うことで、２人１組に
なりインタビューし合

い、グループで相手の紹介をしました。とっても話が盛
り上がっていました。
　会場には、地域資源マップを設置し、参加者の方に地
域の資源について立科町地図に書き込んでもらいました。
立科町の資源について再確認できました。

　第１回参加者に加え、立科町健康サポーターやふれあいネットワーク
の皆さんにもご参加いただき、50名ほどで行いました。
　高齢者実態調査や要支援認定者の実態から高齢者がどんな支援を求め
ているか等について情報提供や健康サポーターが地域のニーズ・課題を
検討した会議の報告を行いました。
　上房地区で冬期間行われている住民の集まりについて、上房えいっこ
の会代表間ヶ部選子さんにお話しいただきました。町外で行われている
住民の集まりについても浦野千絵さんに報告していただき、町内外で地
域で住民の生活を支えるために様々な取組みがされていることを知るこ
とができました。

シリーズ 第３弾 高齢者支援係

立科町の支援体制づくりについて話し合っています！

　グループで立科町や自分の住む地域で何がで
きるのかについて知恵を出し合いました。次回
の懇話会でもグループワークの続きを行うこと
になりました。

第１回立科町地域支援づくり懇話会（平成28年２月５日開催）

第２回立科町地域支援づくり懇話会（平成28年４月22日開催）
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蟹原地区の方　投票所が変更となります
　蟹原投票区（投票所：蟹原公会所）を藤沢区（投票所：藤沢農業生活改善施設）に統合しました。
　今回の参議院議員通常選挙から変更となりますので、蟹原地区の皆さんはお間違えの無いよう投票所にお出か
けください。

※平成27年４月から、中尾美上下投票区を古町投票区（投票所：古町区コミュニティセンター）に統合し、蓼
科投票区の投票所を蓼科公民館から「蓼科ふれあい健康支援センター女神」に変更していますので、該当地区
の皆さんはお間違えの無いよう各投票所にお出かけください。
※投票日当日は、蟹原公会所から投票所（藤沢農業生活改善施設）、中尾停留所および美上下停留所から投票所
（古町区コミュニティセンター）まで、送迎用の車両を用意しますのでご利用ください。

大切な一票を無駄にしないよ
う、必ず投票しましょう

大切な一票を無駄にしないよ
う、必ず投票しましょう

大切な一票を無駄にしないよ
う、必ず投票しましょう

７月10日㈰に
参議院議員通常選挙 
が行われます

投 票 日　　７月10日㈰
投票時間　　午前７時から午後８時〔第６投票所（蓼科ふれあい健康支援センター女神）は午後７時まで〕
投票場所　　入場券に記載されている投票所

　長野県選出議員選挙と比例代表選出議員選挙の２種類の投票をします。

参議院議員通常選挙

　仕事や旅行などの予定があり、投票日当日に投票ができない方は期日前投票ができます。
期　　間　　６月23日㈭～７月９日㈯
投票時間　　午前８時30分～午後８時
場　　所　　たてしな人権センター会議室（役場玄関前から案内板があります。）

●蓼科地区期日前投票所
日　　時　　７月５日㈫　午前10時～午後４時
場　　所　　白樺高原観光センター　３階会議室

※投票の際には入場券をお持ちください。紛失した場合や入場券を受け取られていない場合でも、選挙人名簿に
登録されていれば投票ができます。投票所でその旨を申し出てください。

投票日に投票所へ行けない方は…

○年齢要件　　平成10年７月11日以前に生まれた方
○居住要件　　平成28年３月21日以前から町内に居住している方
　　　　　　※平成28年３月22日以降に転入届をした方は、前住所地の選挙管理委員会に照会ください。

投票のできる人

選挙権年齢が18歳以上に。
　将来を担う若い世代の声をこれまで以上に政治に取り入れるため、選挙権年齢がこれまでの20歳
以上から18歳以上に引き下げられ、18歳以上20歳未満の方が新たに投票できるようになりました。

私たちの声を、私たちの将来に。

　将来を担う若い世代の声をこれまで以上に政治に取り入れるため、選挙権年齢がこれまでの20歳
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６
月
12
日
㈰
、
役
場
庁
舎
前

に
て
平
成
28
年
度
立
科
町
消
防

ポ
ン
プ
操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
分
団
の
選
手
は
、
大
会
に

向
け
て
早
朝
や
夜
に
訓
練
を
重

ね
た
努
力
の
結
果
、
大
会
当
日

に
規
律
正
し
い
一
糸
乱
れ
ぬ
動

作
で
気
迫
あ
ふ
れ
る
ポ
ン
プ
操

法
と
、
気
概
の
伴
っ
た
ラ
ッ
パ

の
吹
奏
を
披
露
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

宇山分団　ラッパ吹奏 ラッパ吹奏個人の部　優秀賞

宇山分団

町分団

町分団　ポンプ操法

消防ポンプ操法・ラッパ吹奏大会
開催される

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
優
勝　
　
　
町
分
団

　
準
優
勝　
　
茂
田
井
分
団

　
三
位　
　
　
古
町
分
団

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部

　
優
勝　
　
　
宇
山
分
団

　
準
優
勝　
　
細
谷
分
団

　
三
位　
　
　
茂
田
井
分
団

ラ
ッ
パ
吹
奏
個
人
の
部
︵
出
場
順
︶

　
優
秀
賞　
　
竹
重
真
一
︵
町
分
団
︶

　
　
〃　
　
　
平
賀
徳
幸
︵
大
城
分
団
︶

　
　
〃　
　
　
大
森
祥
吾
︵
桐
原
分
団
︶
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西
塩
沢
分
団
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
は
平
成
11
年
に
納

入
さ
れ
た
小
型
ポ
ン
プ
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

本
年
度
に
更
新
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
さ
ら
に
迅
速
な
消
防
活
動
が
で
き
る
よ
う

訓
練
を
積
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
予
防
消
防
・
啓
発
活

動
を
通
じ
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
努
め
て
い
き

ま
す
。

西
塩
沢
分
団

消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
更
新

消
防
力
強
化
に
向
け
て

　協力隊員の活動がF
フェイスブック

acebook
とT

ツイッター

witterで見られます。地域
おこし協力隊が町の魅力や感じ
たことありのままを発信してい
ます。地域の隠れた魅力を発見
でき、楽しい情報となっていま
すのでぜひ、ご覧ください。

※なお、閲覧にはアカントが必
要になります。

地域おこし協力隊情報発信中

https://twitter.com/tateshinachiiki

https://www.facebook.com/tateshina.chiiki

　役場庁舎の正面玄関スロープにインターホンを設置しました。
　お体が不自由なお客様や、介助が必要なお客様の来庁時に、職員が介助いたしますので、インターホンを
通じてお申し出ください。

庶務係インターホンをご利用ください
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交通安全
庶務係

夏の交通安全
やまびこ運動

７月22日㈮～７月31日㈰

■保育園交通安全教室
　６月３日、たてしな保育園の園児を対象に交通安全教室が
開催されました。
　交通安全協会・長野県交通安全教育支援センターの指導に
より、園庭に設置された模擬道路を歩き、正しい歩行・横断
の仕方を身に付けることができました。

　●日　時　７月12日㈫　午後１時30分～
　●場　所　老人福祉センター
　町民一人ひとりの交通安全意識をより高め、交通事故
のない安全で快適な町づくりを目指すため、交通安全町
民大会を開催します。
　当日は警察署員による講話、交通安全教育支援セン
ターによる寸劇等を計画しています。
　日頃忘れがちな交通安全について考える機会として、
大勢の皆様のご参加をお待ちしています。

■
小
学
校
交
通
安
全
教
室

　
５
月
30
日
、
立
科
小
学
校
全
校
児
童
を
対
象
に
交
通

安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
協
会
・
長
野
県
交
通
安
全
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
指
導
に
よ
り
、
校
庭
に
設
置
さ
れ
た
模
擬
道
路

を
歩
き
正
し
い
歩
行
・
横
断
の
仕
方
や
、
安
全
な
自
転

車
走
行
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「交通安全町民大会」
　　　　　　開催のお知らせ

運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
思
い
や
り

　
　
乗
せ
て
信
濃
路　

咲
く
笑
顔
」

　
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
県

内
外
か
ら
訪
れ
る
旅
行
者
に
対
し
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼
び
か
け
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

運
動
の
基
本

「
子
供
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
」

重
点

・  

通
学
路
・
生
活
道
路
の
安
全
確
保

と
歩
行
者
保
護
の
徹
底

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・  

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

道路環境整備実施
　５月28日、交通安全協会理事の皆さんにより、道路環
境整備として町道等のストップライン引き（一時停止線
の引き直し）が行われました。今年もラインが見えにく
くなっているもの、消えているものを中心に引き直しを
行いました。一時停止線ではしっかりと止まり、安全確
認をしましょう。

庶務係
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７
月
は

「
河
川
愛
護
月
間
」

で
す

　
日
頃
か
ら
道
路
や
河
川
の
維
持
管
理
に

お
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
７
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す
。「
せ
せ

ら
ぎ
に　
ぼ
く
も
魚
も　
す
き
と
お
る
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
河
川
愛
護
運
動
が
推
進

さ
れ
ま
す
。

　
町
内
で
も
、
各
地
区
で
結
成
さ
れ
て
い

る
河
川
愛
護
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
河

川
の
草
刈
り
や
清
掃
作
業
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
良
好
な
河
川
環
境
の
保
全

や
道
路
の
維
持
管
理
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

建設係

今年はさらに盛り上がる！夢おどる２つのサマー
でっかく当たる！サマージャンボ宝くじは、１等・前後賞合わせて７億円

サマージャンボミニ 7,000万も同時発売 ・発売期間　７月 6日㈬～７月29日㈮まで
・抽せん日　８月 9日㈫
・支払開始　８月15日㈪

（発売総額690億円・
23ユニットの場合）

（発売総額690億円・
23ユニットの場合）

（発売総額360億円・
12ユニットの場合）

　宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまちづくりに活用されます。
　また、収益金は長野県の販売実績により県内の市町村へ配分されますので、長野県内の宝くじ売り場でお買
い求めください。

１等  ５億円  23本 （発売総額690億円・
前後賞各  １億円  46本

１等  7,000万円  120本

　
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
と
な
り
、
初
め
て

の
国
政
選
挙
で
あ
る
参
議
院
議
員
選
挙
が
、
７

月
10
日
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
立
科
町
で
は
、
新

た
に
選
挙
権
を
得
た
若
者
は
１
４
６
名
と
な
り
、

未
来
を
担
う
若
い
世
代
の
声
が
今
ま
で
以
上
に

政
治
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
た
こ
と

に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
制
度
の
改
革
は
、
昭
和
20
年
に

25
歳
か
ら
20
歳
に
選
挙
権
年
齢
が
引
き
下
げ
ら

れ
、
女
性
の
参
政
権
が
認
め
ら
れ
て
以
来
実
に

70
年
ぶ
り
の
大
改
革
な
の
で
す
。

　
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
豊
か
で
平
和
な
国
づ
く
り
を
若
者

の
手
で
築
く
こ
と
が
出
来
る
機
会
を
与
え
ら
れ

た
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
歴
史
を
振
り
返
っ

て
見
て
も
、
若
者
で
あ
っ
た
先
人
が
、
夢
や
希

望
を
持
ち
、
困
難
に
立
ち
向
か
い
、
現
在
の
繁

栄
を
作
り
上
げ
て
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
学
び
、
考
え
、
自
ら
の
意
思
を
政
治
に
反
映

で
き
る
貴
重
な
機
会
を
逃
さ
な
い
で
ほ
し
い
と

願
う
と
と
も
に
、
私
達
の
世
代
よ
り
も
、
将
来

に
長
く
か
か
わ
り
、
責
任
を
負
う
若
者
に
こ
そ
、

政
治
に
興
味
関
心
を
示
し
て
欲
し
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

新
し
い
風
（
町
長
コ
ラ
ム
）
⑨

米
村
匡
人

　５月19日㈭に佐久平交流センターにおいて、佐久防犯協会連合会総会が開催され、
長年にわたり、犯罪の防止や少年の非行防止と健全育成に功労のあった個人や、団体
に贈られる防犯功労者に永原幹夫さん（山部）が選ばれ、佐久防犯協会連合会長賞を
表彰されました。
　今後とも、防犯活動につきましてご理解と、ご協力を宜しくお願いいたします。

立科町防犯協会 庶務係

防犯功労者 表彰 永原　幹夫さん
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「立科町がんばる地域応援事業」の採択状況について
　町民の皆さんの自主的な地域づくり活動を応援するこの事業に、多数の申請をいただき、次の事業が採択
されました。

№ 実施団体名 事 業 名 事業
年数 概　　要

１ 上房部落 中山道ウォーキング　
上房部落おもてなし ９

中山道ウォーキングの参加者に対するおもてなしで
イベントを盛り上げる。
津金寺を案内し、地域住民の津金寺の再認識と誘客
促進を図る。

２ 町区
（町区おもてなし会）

中山道ウォーキング　
町区おもてなし ９

中山道をキーワードに、地域住民が一丸となって町
区の歴史・文化を県内外に発信するためにウォーキ
ングイベントを実施し、地域振興と誘客促進を図る。

３ 茂田井区
（茂田井区運営協議会）

中山道ウォーキング　
茂田井区おもてなし ９

中山道沿いの地区としてイベントを盛り上げ、「里」
の観光対策の一つとして中山道に関する史跡を全国
に情報発信し、地域振興を図るとともに、「いにしえ
のロマンが通うたてしなの里」を目指す。

４ 蟹原
くるみ、そばの会 くるみの里づくり ８

荒廃地対策として胡桃を植え、「胡桃の里」を目指す
とともに、胡桃の木の間にそばを作り、胡桃とそば
による地域交流で地域の活性化を目指す。

５ 立科町第８回
合唱祭実行委員会 立科町合唱祭 ８

世代を越えて人と人の声が響き合うハーモニーの楽
しさと、表現の豊かさを互いに発表し合い、音楽文
化を広め向上させる。

６ 桐原そばの会 そばを通じた交流事業 ７
桐原住民の親睦と畑の荒廃化を防止するため、そば
を栽培し、そば打ち講習会により世代を超えた交流
を図る。

７ 真蒲自治会 真蒲自治会灯籠作成 ７ 灯籠貼りや灯籠飾りを子供から高齢者まで一緒に作成
し、世代を越えた自治会員相互の交流と親睦を図る。

８ 細谷そばの会 農地保全、そば作りで地域の
活性化事業 ７

そば作り・そば打ち教室・収穫祭を通して、遊休農
地の解消と地域と仲間の交流の輪を広げ、明るい地
域づくりを目指す。

９ 大城　花の会 美しい地域づくり ７
大城区の高齢者の有志が中心となり、区内・大城通り
沿いに花を植え、区の美しい環境作りを目指すととも
に、区民相互の交流と地域の安心安全に貢献する。

10 姥ヶ懐里の会 姥ヶ懐都市交流事業 ６
山菜や山ツツジ等の地域資源を活用し、都市住民に
田舎体験をしてもらい地域住民との交流を通じ地域
の活性化を図る。

11 地域活性美花の会
美しい地域づくり

「花いっぱい」
環境美化事業

４
地域企業と住民の協働で、沿線一体に数種類の花を
咲かせ、住む人・訪れる人の心を明るく楽しく美し
くする魅力ある地域づくりを行う。

12 サンフラワー日向 美しい地域づくりと
人材を育成する事業 ４

日向地域の住民が中心となり、農道水路沿いに花壇
をつくり、花の植栽を行う。地域内の高校生とも協
力し、地域を担う人材の育成を図る。

13 藤沢なごみ会 「そば」でつなぎ延ばす
互助の郷づくり事業 ３

そば作り・そば振る舞い会を通して、遊休農地の解
消と景観保全及び地域の仲間と世代を越えた交流を
図り、そば食文化の普及振興と良好な地縁（互助の
郷）づくりを目指す。

14 中山道芦田宿
町づくり協議会

中山道芦田宿通り
花いっぱい運動 ３

中山道を歩く旅人に対し、蓼高生とともに、街路樹の
ない沿道を朝顔や菊の花等色とりどりの花で飾り、お
もてなしすることで、景観美化と地域振興を目指す。

実施団体及び事業名一覧
（平成28年６月１日現在）

企画振興係平成28年度
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15 JA佐久浅間
株式会社アメック 花いっぱい運動 ２

整備されていない国道142号線沿いにある花壇を活
用し、花を植え、きれいに飾ることで、住む人や訪
れる人が共に楽しめる142号線沿線景観を目指す。

16 たてしな歴史研究会 たてしな町民歴史公開講座 ２
立科町の歴史に関する講座を企画運営し、町民及び
町外の方々に、立科町の良さと歴史の再認識をして
もらうことにより地域活性化を目指す。

17 ラビットクラブ 南裏町道沿いに花を植える。 １ 南裏町道沿いに花（マリーゴールド、百日草等）を
植えることで、環境美化を図る。

18 ぶらりSHINDEN
まち歩き実行委員会

地域のお宝再発見　
ぶらりSHINDEN
まち歩き

１
西塩沢地区（新田）の自然、歴史、人に光を当てた
まち歩き及び体験・交流事業の実施を通じ、地域の
魅力を再発見し、交流による活性化を図る。

19 粉んなもの会 たてしなっ粉
「粉で地域の活性化」 １

「粉を加工して食を楽しむ」という目的に集まった同
志が大豆をつくり、収穫・選別・製粉・アイデア料理
作りや秋の料理コンテストに出品等し、楽しい支え合
いの心づくりをする。また、製品を地域のイベントに
提供し、笑顔づくりの”地域活性化”に努める。

20 大深山部落
伝統・文化の継承

「大内道　子育て地蔵尊
（六天様）の伝承」

１

大内道　子育て地蔵尊（六天様）の伝承を次世代に
つなげる取り組みとして、資料収集や子育て地蔵尊
祭りの灯籠・幟旗等の再興、また周辺の環境整備を
行う。

21

立科子育て環境と
地域のつながりを
考えるフォーラム
実行委員会

立科子育て環境と
地域のつながりを
考えるフォーラム

１
それぞれの世代や立場での不安と強みを共有し、ピ
ンチをチャンスとしていけるよう、「立科子育て環境
と地域のつながりを考えるフォーラム」を実施する。

立科町では、地域経済の活性化を図るため、民間企業等の広告を有料で掲載しています。《お問合せ先；総務課財政係》
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所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業
等
に
よ
り

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①  

免
除
︵
全
額
免
除
・
一
部
免
除
︶

申
請

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
、
失

業
等
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
、
保
険
料
が

全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除
と
な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配
偶
者
そ

れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

注
）
付
加
年
金
ま
た
は
国
民
年
金
基
金
に

加
入
中
の
場
合
、
免
除
等
が
承
認
さ
れ
る

と
脱
退
と
な
り
ま
す
。

※

過
去
２
年
ま
で
遡
っ
て
免
除
申
請
が
で

き
ま
す
。

　



平
成
26
年
４
月
か
ら
法
律
が
改
正
さ
れ
、

保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年
を
経
過

し
て
い
な
い
期
間
に
つ
い
て
、
遡
っ
て

免
除
等
を
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万

一
の
と
き
に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な

い
な
ど
の
不
利
益
が
生
じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※

平
成
28
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
平
成

28
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成

28
年
７
月
分
か
ら
平
成
29
年
６
月
分
ま

で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
を
お
こ

な
い
ま
す
。

　

  

平
成
28
年
６
月
ま
で
一
部
免
除
及
び
失

業
等
を
理
由
と
し
た
特
例
に
よ
る
免
除

が
承
認
と
な
っ
た
方
は
、
７
月
以
降
新

た
に
申
請
が
必
要
で
す
。　

住民係

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す

櫻井石材有限会社
長和町古町4459 （長門バイパス沿い）
☎0268-68-3859 FAX0268-68-4444

お墓Q&A ◇各種ご質問にお答えしますので、お気軽にお問い合わせください。

墓石・記念碑・石工事一式

納骨堂がとても湿っぽいのですが、改善方法はありますか？

改善できます。換気口を取り付けることにより軽減することができます。
どうしても納骨堂は底部からの湿気により結露しやすいので、風の流れを作って
あげることが改善方法のひとつです。

立科町では、地域経済の活性化を図るため、民間企業等の広告を有料で掲載しています。《お問合せ先；総務課財政係》

立科町消費者の会で
啓発活動を行いました
　５月16日㈪ツルヤ立科店のご協力をいただき、立科町
消費者の会と上田消費生活センターで、「悪徳商法追放
キャンペーン」を実施しました。新しい巧妙な手口によ
る消費者トラブルが多発しています。正しい知識を身に
つけ、被害を未然に防ぎましょう。

住民係
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　皆様のご協力により、長野県はごみ排出量の少なさで全国第１位（平成26年度）となりました。今後も、環
境に配慮したごみの減量化・資源化に、ご協力をお願いいたします。

　立科町の可燃ごみは年間約1,600ｔ、ごみの組成分類調査で厨芥類（生ごみ等）は約４割を占めています。
立科町は農業が盛んなため、自らが生ごみを堆肥化し有効利用する方も多いわけでありますが、年間これだけ
の生ごみを焼却処分しているのが実態です。

自らが堆肥化し利用することもできる生ごみ！
もし、この焼却処分されている「可燃ごみ（生ごみ）」が「資源ごみ」になるのなら?!

この生ごみを分別回収することにより、
生ごみ堆肥化処理施設で堆肥にすることが可能です!!

　ごみ減量推進の柱ともなるのが、「循環型社会の形成」「₃Rの推進」でありますが、この生ごみ堆肥化により、
次の循環型社会が形成されることとなります。

環境保健係

　立科町では平成29年度より生ごみの分別回収を実施し、生ごみ堆肥化による循環型社会の形成を推進します。
皆様のご理解ご協力をお願いいたします。
　なお、詳細につきましては、各分館にて住民説明会を開催する予定です。
　また、「生ごみ堆肥化事業」については、広報たてしなで連載しご案内いたします。

住　民

たい肥完成

搬出（各集積所）

※時間が経つと水とCO2に分解する自然に優しい性質を持つプラスチック

野菜、花き
等

収　　穫

農地還元

希望者
へ配布

生 ご み
堆 肥 化
処理施設

破砕・撹拌
牛糞・おが粉

と混合

好気発酵
（５～６ヶ月）

循環型社会の形成

収　　集

好気発酵による自然
発酵と切り返し方式
で、堆肥化処理する

生 ご み 専 用 袋 使 用
【※生分解性プラスチック】

・指定袋には必ず記名する。　
・ごみ集積所への搬入時間は、当日の午前８時30分まで。
・生ごみや危険物を排出する際、過剰包装はしない。
・しょう油や漬物など、中身が入ったままの容器をごみとして排出しない。
・農業用マルチ、肥料袋や苗箱は、一般廃棄物ではありません。

ごみ分別・搬出のルール

「生ごみ堆肥化事業」について vol.1

長野県リサイクルキャラクター
「クルるん」
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　高血圧、脂質異常症、糖尿病、脳卒中、心臓病、がんなどの生活習慣病は、１日１日の生活習慣の積み
重ねによって発症の危険性が変わってきます。
　つ・ま・り！　生活習慣を見直せば、あなたの将来も変えることができます。
　特定健診は、今の健康状態を客観的なデータで確かめ、生活習慣を見直すきっかけになります。特定健
診も「年に一度の生活習慣」として取り入れていきましょう。
　立科町では、平成28年度から、特定健診対象者のすべての方の健診料金を無料としています。健診申
し込みはこれからでも間に合いますので、是非あなたの健康管理にお役立てください。

環境保健係

保
健
ニ
ュ
ー
ス

　今月は、みそ汁の塩分濃度測定の結果をお伝えします。

　みそ汁を飲む回数は１日１回としている方が、女性では５割以上、男性でも約５割いらっ
しゃいます。また、毎食みそ汁を食べると回答された方々も、だしは天然だしを使用し、塩

分を0.5～0.7％くらいにしている方が多く、ここからも、減塩に対する意識の高さがうかがえます。

減塩モニターアンケートの
結果をお知らせします！（最終回）

環境保健係
食育
みんなで

こんな生活習慣はありませんか？

今年もスタート！ 特定健診
毎日の生活が、あなたの未来を左右します！

ストレスや不眠 食べ過ぎ・飲みすぎ 運動不足 喫煙習慣

　実際の塩分測定結果を見てみると、測定していただいた塩分測定の平均は、0.7％。比較的薄めの味付けのようです。
塩分濃度的には「うすい」とされる0.3～0.5％でも、みそ汁を飲んだ感想は「濃い」と感じる方もいらっしゃり、だ
しや具材の組み合わせによって味の感じ方は様々なようです。

　今回の減塩モニター事業では、「みそ汁」の塩分測定をお願いしましたが、「みそ」は発酵食品として食べたい食品
の一つであり、みそ汁だけから塩分を摂取しているわけではありません。食事全般の味付けや食事量、おやつの内容
などを見直し、健康的な食生活を送りましょう。

みそ汁を飲む回数

女

男

０％ 20％ 40％
毎食

60％ 80％ 100％
２回 １回 飲まない
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後期高齢者医療制度の保険証が更新になります

保
険
証
と
併
せ
て

「  

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額 

減
額
認
定
証
」も
更
新
し
ま
す

な
お
、
古
い
保
険
証
は
、
８
月
１
日

以
降
に
、
ご
自
身
で
裁
断
し
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
８
月
１
日
か
ら
ご
使
用
い
た
だ
く

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
を
、
７

月
下
旬
に
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
住
所

ま
た
は
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
あ
ら
か
じ
め
お
届
け
い
た
だ
い
た
送

付
先
に
「
転
送
不
要
」
扱
い
で
、
長
野
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
ク
リ
ー
ム

色
）
の
封
筒
で
郵
送
し
ま
す
。

　
「
転
送
不
要
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

受
取
人
が
郵
便
局
に
転
居
届
を
出
さ
れ
て

い
て
も
郵
便
物
は
転
送
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
住
所
以
外
の
場
所

へ
の
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
高
齢
者

支
援
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
保
険
証
が
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、
住
所
・
氏
名
・
自
己
負
担
割
合
な

ど
の
記
載
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
減
額
認
定
証
を
既
に
お
持
ち
の
方
で
、
市
町

村
民
税
非
課
税
額
の
被
保
険
者
で
引
続
き
対
象

と
な
る
方
全
員
に
、
７
月
下
旬
ま
で
に
新
し
い

減
額
認
定
証
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
新
し
い
減

額
認
定
証
が

届
い
た
ら
、

住
所
、
氏
名

な
ど
の
内
容

を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

古
い
減
額
認
定
証
は
、
８
月
１
日
以
降

ご
自
身
で
裁
断
し
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
減
額
認
定
証
の
交
付
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
該
当
す
る
被
保
険
者
の
方
々
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
減
額
認
定
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
下
記
事
項
に
該
当
す
る
方

は
減
額
認
定
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

①  ﹁
適
用
区
分
Ⅱ
﹂
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、

平
成
27
年
８
月
以
降
の
申
請
月
12
月
以
内
の

入
院
日
数
が
91
日
以
上
と
な
る
方
で
、
長
期

入
院
該
当
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

②  

今
ま
で
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
方
で
、
初
め
て
減
額
認
定
証
の
交

付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

高齢者支援係

　食生活改善推進員（ヘルスメイト）は、家族や地域の住民に対して食生活の改善を中心とする健康づくりを働
きかけるボランティアです。
　この講座は、食生活をはじめ運動、休養などの健康づくりについての正しい知識と技術を学び、より良い健康
生活を実践し、地域で健康づくりを推進する食生活改善推進員を養成するものです。

【対　　象】　  佐久地域に在住で、家庭や地域で食生活を通した健康づくりを推進する食生活改善推進員として活
動していただける方。（性別は問いません）

【日　　時】　

【会　　場】　長野県佐久合同庁舎（佐久市跡部65－1）　　【定　　員】　30名（申込み順）
【内　　容】　健康づくりに関する講話・調理実習など
【参加費用】　無料。ただし、調理実習代等として1,000円程度かかります。
【申込み締切】　７月15日㈮まで
【申込み・問合せ】　直接または電話で、佐久保健福祉事務所　健康づくり支援課
　　　　　　　　　（電話0267－63－3163、FAX0267－63－3221）へお問合せください。

回数 日　　付 時　　間

※３回以上出席した場合に修了とな
ります。

１ ７月29日㈮ 午前９時30分～午後３時30分
２ ８月 ９日㈫ 午前９時30分～午後３時30分
３ ８月30日㈫ 午前９時30分～午後３時30分
４ ９月 ９日㈮ 午前９時30分～午後３時30分

食生活改善推進員養成講座受講者募集平成28年度
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地域包括支援センター・高齢者支援係

地域包括支援センターです！こち ら

熱中症を防ぐ５つのポイントと具体策

①温度に気をくばろう
・天気や気温をチェックし、暑い日や暑い時間帯は注意する
・日影を選んで歩く
・日差しを遮り、風は通す（すだれやカーテンで直射日光を防ぎ、こまめに窓を
開けて風通しをよくする）
・扇風機とエアコンの併用で、冷気を循環させるなど、上手に使う
・涼しい素材（木綿や麻、吸汗・速乾性に優れたもの）の服を着る
・日傘や帽子を使う
・クールビズ（襟元を緩めると熱気を外に逃がします）
・打ち水（蒸発するときにまわりの熱を奪うので、温度上昇を抑えます）

②飲み物を持ち歩こう
・活発に動いてなくても知らずに汗をかいています。こまめに水分補給する
・のどが渇く前に飲む（「出かける前のコップ一杯」を習慣に）
・塩分も一緒に補給（スポーツドリンクや塩分入りの飴を携帯する）

③休息をとろう
・暑さや疲れを感じたら無理せず、早めに涼しい場所で休む
・体調がよくないときは、暑いところでの活動は控える
・軽く汗をかく習慣づくり（上手に体温調節を行うためには、汗をかくことが
大事。適度に汗をかく運動を習慣にする）
・ぐっすり眠れる環境づくり（通気性のよい寝具の利用、窓を開けるなど）

④栄養をとろう
・朝食を抜かない（規則正しく、取るべき栄養と水分を摂る）
・暑さでエネルギーを消耗する分、食材選びや調理方法を工夫して栄養補給する　

⑤声をかけ合おう
・家庭内での気づかい（家庭の中で声をかけ合い、お互いの様子を気づ
かう）
・ご近所での気づかい（近所に一人暮らしの方はいませんか？声かけが
命を救うこともあります）
・職場での気づかい（休息をとりやすい雰囲気も大切です）
・運動時での気づかい（仲間同士で体調に変化はないか、気づかいなが
ら運動を楽しみましょう）
・季節のあいさつでの気づかい（暑中見舞いやお中元などの季節のあい
さつに「熱中症にお気をつけください」とひとこと添えてみましょう）

高齢者支援係
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　町では「住み慣れた地域で安心して暮らせる町づくり」を推進する中で、平成28年度より緊急時の見守り
支援の拡充を図るため、緊急通報装置システムの変更を行います。
　従来は緊急通報装置の貸与を行っておりましたが、今後は、事業者に委託を行い、24時間体制のコールセ
ンターでの対応の他、自宅内にセンサーを設置することで、緊急時の見守り支援の充実を図ります。下記の
要件をご確認いただき、設置を希望される方は、町民課　高齢者支援係までご連絡ください。

立科町緊急通報装置の
　　　　システム変更について

高齢者支援係

対 象 者
　・  おおむね65歳以上の独り暮らし老人

又は高齢者のみの世帯
　・重度の身体障害者で独り暮らしの者等

利 用 料 　・月額　500円
　（※通報装置の設置・撤去費用については、

町の補助により費用負担はかかりません。
　 　また、月額の利用料につきましても、町

の補助により月額500円となります。

新しい緊急通報装置の主な特徴
●委託事業者の支援センターにて、24時間体制で見守りを行います。
　⇒緊急時に登録してある家族への連絡や、緊急時の通報等の充実を図ります。
●電話機に設置する通報装置・携帯用ペンダントの他、自宅の居間等の１箇所にセンサー
を設置します。

　⇒  一定時間（24時間）センサーが感知しない場合には、監視センターに通報が入り安否の確
認を行います。

●「相談」ボタンの設置
　⇒健康のことなど、日常の簡単な相談が行えます。

報告
（家族・親戚）

利用者宅
（緊急通報）
・非常時押しボタン
・無線ペンダント
・センサー感知

通報

確認

受信センター
（24時間体制）
通報受信

登録してある協力員・親族

出動要請
110番
119番

緊急通報装置のしくみ

　
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人

保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
施
設
入
所
サ
ー
ビ
ス
及
び
短
期

入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
の
食
費
・

居
住
費
（
滞
在
費
）
に
係
る
負
担
限
度
額
認
定
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成

28
年
８
月
以
降
の
申
請
を
受
け
付
け
致
し
ま
す
の
で
、
下
記
の
要
件
を

ご
確
認
い
た
だ
き
申
請
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
28
年
８
月
よ
り
、
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
利
用
者
負
担

︵
第
２
段
階
と
第
３
段
階
︶
区
分
を
判
定
す
る
要
件
の
年
金
収
入

等
に
つ
い
て
、
新
た
に
非
課
税
年
金
︵
遺
族
年
金
、
障
害
者
年
金

等
︶
を
収
入
と
し
て
算
定
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

１
．
支
給
要
件

　
次
の
ど
ち
ら
の
要
件
も
満
た
す
方
で
、
収
入
や
所
得
に
よ
り
負
担
段

階
（
第
１
段
階
～
第
３
段
階
）
が
判
定
さ
れ
ま
す
。　　

　
⑴　



本
人
が
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
世
帯
を
別
に
す
る
配
偶
者
も

住
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

　
⑵　



保
有
す
る
預
貯
金
等
が
単
身
で
１
，
０
０
０
万
円
以
下
、
夫
婦

で
２
，
０
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

２
．
申
請
場
所　
立
科
町
役
場　
町
民
課　
高
齢
者
支
援
係

３
．
提
出
書
類

　
⑴　
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請
書

　
⑵　
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
有
す
る
預
貯
金
等
の
通
帳
の
写
し

４
．
認
定
期
間　
平
成
28
年
８
月
１
日
～
平
成
29
年
７
月
31
日

※
前
年
度
、
負
担
限
度
額
認
定
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
７
月
上
旬
に
更
新
の
通
知
を
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
に
つ
い
て

高
齢
者
支
援
係
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福祉医療（医療費助成）制度について
　福祉医療制度は、医療機関や薬局等の窓口で支払った医療費等のうち、保険適用になった自己負担分の一部
について町が助成する制度です。
　次の表に該当する方は、資格が取得できる場合があります。資格認定を受けておらず該当すると思われる場
合は、役場福祉係の窓口でご相談ください。

■福祉医療費給付金の対象範囲
　医療機関等の窓口では通常どおり自己負担分のお支払いをいただきますが、後日、口座振込みで医療費等の
一部（保険適用分）が町から給付金として支払われます。ただし、給付金は受給者負担金と高額療養費、附加
給付金を除いた額となります。
・県内受診の場合…  受診の際、「福祉医療費受給者証」を提示してください。町への申請手続は必要ありません。
・県外受診の場合…保険点数が明記された領収書をお持ちになり福祉係の窓口で申請をしてください。
　※その他、医師の指示によりコルセットなどの治療用装具を作ったとき、はり・きゅう・マッサージの施術
を受けたときは役場窓口で申請が必要です。申請手続きに必要な書類等はください。

現在、受給者証をお持ちの方へ（福祉医療費受給者証の更新について）
　受給者証の有効期間は、基本的に１年であり、毎年８月１日に更新されます。
　資格判定を行い、引き続き受給資格対象となる方には７月中に新しい受給者証をお送りします。

（※「乳幼児・児童・妊産婦」は除きます。）

福祉係

区分 対象者
所得制限

本人 扶養義務者等
乳幼児 出生から就学前 な　　　し
児童 小学生から高校生 な　　　し

妊産婦
母子手帳交付日から出産月等の

翌月末日までの間にある者
な　　　し

障害のある方

身障手帳１級・２級 特別障害者手当準拠

特別障害者手当準拠
身障手帳３級 所得税非課税者

療育手帳A1・A2・B1
特別障害者手当準拠65歳以上国民年金法施行令別表該当

精神保健福祉手帳
母子・父子家庭の親と子、父母のいない児童 児童扶養手当準拠

※障害のある方で年度末年齢が18歳までの者は所得制限なし

「
地
籍
図
根
点
」の

調
査
作
業
の

実
施
に
つ
い
て

　
「
地
籍
図
根
点
」
と
は
、
国
土
調
査
の

際
、
測
量
の
基
準
と
し
て
設
置
し
た
も
の

で
、
土
地
の
分
筆
測
量
や
境
界
の
復
元
測

量
な
ど
現
地
測
量
を
す
る
う
え
で
非
常
に

大
切
な
も
の
で
す
。

　
国
土
調
査
事
業
が
完
了
し
て
か
ら
20
数

年
が
経
過
し
、
地
籍
図
根
点
の
中
に
は
、

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
損
傷
し
て
し

ま
っ
た
も
の
が
数
多
く
あ
る
た
め
、
町
で
は

計
画
的
に
復
元
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
山
部
地
区
︵
上
房
・
山

部
・
真
蒲
・
滝
神
・
平
林
︶
と
牛
鹿
地
区

の
一
部
︵
牛
鹿
︶
の
現
地
調
査
を
行
い
ま

す
。
そ
し
て
、
来
年
度
︵
平
成
29
年
度
︶

復
元
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
道
路
上
や
、
皆
様
の
土
地

に
町
が
委
託
し
た
測
量
業
者
が
立
ち
入
ら

せ
て
い
た
だ
き
、
作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

実
施
期
間
：
６
月
中
旬
～
10
月
中
旬

対
象
地
区
：
山
部
地
区
と
牛
鹿
地
区
の
一
部

税
務
係
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“災害時要援護者支援台帳”ただいま更新中です！

　町では災害時に備え、災害時要援護者支援台帳を作成しております。本年も台帳の見直しの期間となりまし
たので、地域の民生児童委員が申請用紙の回収に訪問いたします。皆様のご協力をお願いいたします。

すでに登録されている方
１、郵送されました前回の申請内容を確認し、追加するもの、削除するものなど、加筆をお願いいたします。
また訂正等ない場合はそのままご提出いただきますが、訂正のある場合もない場合も、申請用紙の下の段
にあります項目に、チェック□✓してください。さらに、同意年月日、氏名の記入や押印もお願いいたし
ます。

２、回収に関しては地域の民生児童委員さんに個別に訪問いただきますが、役場福祉係に提出いただいても結
構です。

新規に登録を希望される方
１、自力で避難することが困難な方で、個人情報の提供に同意される方は、専用の台帳用紙を配布いたします
ので、役場福祉係や地域の民生児童委員さんに連絡をお願いいたします。

　日本遺族会では、戦没者遺児の方を対象に、父等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに、現地
の方々との友好親善を深めることを目的に、「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」への参加を呼び掛けてい
ます。
　費用は、参加費として10万円。５年を経過した方（平成22年度以前参加者）は２回目の応募ができます。
　訪問予定地ごとに、実施期間・申込締切が異なります。実施時期や日程等詳細につきましては、日本遺族会
事務局（03－3261－5521）へお問合せください。
　参加ご希望の方は、立科町遺族会（事務局：社会福祉協議会）までお申込みください。

慰霊巡拝について

実施地域
　①旧満州　　　　　　　　　②旧ソ連　　　　　　　　　③西部ニューギニア
　④マリアナ諸島　　　　　　⑤トラック・パラオ諸島　　⑥東部ニューギニア
　⑦ボルネオ・マレー半島　　⑧フィリピン　　　　　　　⑨ソロモン諸島
　⑩ミャンマー　　　　　　　⑪台湾・バシー海峡　　　　⑫中国

特定地域
　①西武ニューギニア　　②ビスマーク諸島　　③マーシャル・ギルバート諸島

主催：一般財団法人　日本遺族会

福祉係

　参加ご希望の方は、立科町遺族会（事務局：社会福祉協議会）までお申込みください。

“災害時要援護者台帳”とは…
　災害時等に、自力で避難することが困難な方（高齢者や障がいをもっている
方等）の住所や連絡先などの個人情報を、自治会や民生児童委員に提供するこ
とに同意された方々の台帳です。
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以
前
、
定
期
的
に
教
育
相
談
を
続
け
て
い
た

或あ

る
母
親
か
ら
、
今
春
、
久
し
ぶ
り
に
連
絡
を

い
た
だ
き
、
そ
の
頃
の
思
い
や
そ
の
後
の
こ
と

を
お
聴
き
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
時
を
振
り
返
っ
て
、
そ
の
方
が
次
の
よ
う

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
先
輩
の
お
母

さ
ん
か
ら
後
輩
の
お
母
さ
ん
へ
の
声エ

ー
ル援
で
は
な

い
か
、
と
感
じ
な
が
ら
、
長
女
の
苦
し
い
中
学

生
時
代
を
支
え
続
け
た
母
親
の
お
話
に
聴
き
入

り
ま
し
た
。

z
z

z

　
娘
の
Ａ
子
が
、
中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
し

ば
ら
く
し
て
、
ぼ
そ
っ
と
、「
学
校
は
疲
れ
る

よ
、
お
母
さ
ん
！
」
と
言
い
ま
し
た
。

　
同
じ
ク
ラ
ス
の
何
人
か
の
女
子
生
徒
が
、
先

生
方
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
ま
た
、
遊

び
を
装よ

そ
お

っ
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
標ひ

ょ
う

的て
き

）
の
生
徒

を
変
え
な
が
ら
、
聞
こ
え
よ
が
し
に
悪
口
を

言
っ
た
り
、
か
ら
か
っ
た
り
し
て
、
苛い

ら

々い
ら

し
た

感
情
を
ぶ
つ
け
て
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
Ａ
子
は
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
目ま

の
当
た
り

に
し
ま
す
と
、
と
て
も
嫌い

や

な
気
持
ち
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
必
死
に
そ
の
渦う

ず

に
巻ま

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
教
室
と
い
う
狭せ

ま

い
生
活
空
間
で
常
に
そ
う

気
を
遣つ

か

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
も
体
も
緊き

ん

張ち
ょ
うし
、

次
第
に
心
身
の
疲
労
と
ス
ト
レ
ス
を
覚
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
人
が
嫌
が
る
こ
と
を
執し

つ

拗よ
う

に
繰く

り
返
す
生
徒
を
注
意
す
る
気
に
は
、
と
て

も
な
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
言
っ
て
も
聞
き

入
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
自
分
が
次
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
な
っ
て
し
ま
う
と
感
じ
て
い
た
か
ら
で
す
。

大
人
は
、
勇ゆ

う

気き

を
出
し
て
注
意
し
よ
う
と
か
、

も
っ
と
強
く
な
れ
と
か
、
簡か

ん

単た
ん

（
？
）
に
言
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
け
る
子
ど
も

の
絶ぜ

つ

望ぼ
う

的て
き

な
心
理
を
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
後
で
知
っ
た
こ
と
で
す
が
、
Ａ
子
は
、
こ
れ

ら
の
い
じ
め
行
為
を
学
級
担
任
の
先
生
に
相
談

す
る
気
持
ち
に
も
な
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

先
生
に
話
し
て
も
、
決
し
て
解
決
に
は
至
ら
な

い
と
察さ

っ

し
て
い
た
か
ら
で
す
。
Ａ
子
に
は
、
先

生
は
何
人
か
の
生
徒
が
醸か

も

し
出
す
荒す

さ

ん
だ
雰ふ

ん

囲い

気き

に
流
さ
れ
て
い
る
、
と
見
え
た
の
で
す
。

　
な
の
に
、
私
は
Ａ
子
に
、「
そ
ん
な
に
疲
れ

る
な
ら
、
先
生
に
話
し
て
、
先
生
か
ら
指
導
し

て
も
ら
い
な
さ
い
。」
と
言
い
ま
し
た
。

　
「
疲
れ
る
」
と
い
う
何
気
な
い
子
ど
も
の
言

葉
の
底
に
、
ど
れ
ほ
ど
重
く
、
深
刻
な
苦
し
み

や
切
な
さ
、
怒
り
、
哀か

な

し
み
が
横
た
わ
っ
て
い

た
の
か
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
な
ぜ
、
あ
の
と
き
、
あ
ん
な
通と

お

り
一い

っ

遍ぺ
ん

の
助

言
を
し
た
の
か
…
…
。

　
お
そ
ら
く
、
当
時
、
仕
事
を
続
け
る
こ
と
に

精
一
杯
で
、
気
持
ち
の
余
裕
も
な
く
、
私
自
身

も
疲
れ
切
っ
て
い
た
た
め
に
、
Ａ
子
の
悩
み
を

親
身
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
母
親
で
あ
る
私
に
、
Ａ
子
を

支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
く
、
Ａ
子
が
母
親
に

求
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
Ａ
子
は
こ
の
よ
う
な
対
人
関
係
の

問
題
は
自
分
で
乗
り
越
え
ら
れ
る
子
、
と
心
の

ど
こ
か
で
楽ら

っ

観か
ん

視し

し
て
い
た
こ
と
も
一
因
の
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
あ
の
と
き
、
Ａ
子
が
発
し
た
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
を

敏び
ん

感か
ん

に
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
素す

早ば
や

く
対
応
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
、
母
親
と
し
て
悔く

い
て
も
悔
や

み
き
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
と
き
、
Ａ
子
に
起
こ
っ

て
い
た
こ
と
の
大
変
さ
に
気
づ
い
て
い
れ
ば
、

後の
ち

に
降ふ

り
か
か
っ
て
き
た
苦く

難な
ん

は
、
多
少
な
り

と
も
異こ

と

な
る
状
況
に
向
い
て
い
た
か
も
知
れ
な

い
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し
て
、
Ａ
子
も
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
し
ま
い
、
教
室
に
入
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
保
健
室
で
過
ご
す
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
学
校
の
登
校

日
数
の
半
分
以
上
を
欠
席
し
ま
し
た
。

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

教育委員会相談時間等

●立科小学校/午前９時～午前11時30分 
　電話 56－3131 （呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時～午後５時
　電話 56－1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前 11時40分～午後１時30分
　電話 56－0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日

学校は疲れるよ、お母さん！
　　　　～先輩のお母さんから

後輩のお母さんへの声
エール
援～
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子
は
Ｃ
高
校
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
し
た
が
、
や
は
り
、

高
校
で
も
中
学
校
と
同
じ
こ
と
が
起
こ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
心
配
で
し
た
。
半
面
、
Ａ
子
の

苦
し
い
体
験
を
通
し
て
、
私
自
身
も
少
し
は
成

長
し
た
の
で
し
ょ
う
か
、
Ａ
子
を
信
じ
、「
そ

の
と
き
は
、
そ
の
と
き
！
」
と
腹
を
括く

く

っ
て
い

る
母
の
強
さ

4

4

4

4

も
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
親
の
心
配
を
よ
そ
に
、
Ａ
子
は
、
Ｃ

高
校
の
卒
業
文
集
に
、「
最
高
の
高
校
３
年

間
！
」
と
書
き
綴つ

づ

っ
た
よ
う
に
、
楽
し
く
、
充

実
し
た
高
校
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

勉
強
も
大
い
に
頑
張
り
、
希
望
す
る
大
学
に
進

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
の
苦に

が

い
体
験
と
反
省
が
少
し
で
も
、
今
現

在
、
当
時
の
私
の
よ
う
な
苦
し
み
に
直
面
し
て

い
る
後
輩
の
お
母
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
な
ら
ば
、

嬉う
れ

し
い
限
り
で
す
。

　
特
に
、
次
の
点
に
つ
い
て
は
、
き
ち
ん
と
お

伝
え
し
て
、
Ａ
子
の
よ
う
な
辛
い
中
学
校
生
活

を
送
る
子
が
い
な
く
な
る
と
同
時
に
、
児
童
・

生
徒
誰
も
が
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

○
親
は
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
ど
ん
な
に

疲
れ
て
い
て
も
、
子
ど
も
が
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
を

発
し
た
と
き
は
、
そ
の
場
で
き
ち
ん
と
受
け

止
め
て
、
親
身
に
相
談
に
乗
り
、
真
剣
に
対

応
す
る
。

Ａ
子
が
非
常
に
気
に
し
て
い
た
学
習
の
遅
れ
に

つ
い
て
、
適
切
な
助
言
と
配
慮
を
し
て
い
た
だ

き
、
今
で
も
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
Ａ
子
は
、
保
健
室
の
先
生
に
も
、
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
塾じ

ゅ
くの
先
生
に
も
ず
っ
と
、
細
や
か
に
、
粘ね

ば

り

強
く
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
短
い
期
間
で
し
た
が
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の

先
生
に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
教
育
相
談
員
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
相
談

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
話
を
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
の
気
持
ち
を
整
理
し
た
り
、
冷
静
に
、
客

観
的
に
母
親
と
し
て
の
自
分
を
見
つ
め
直
し
た

り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
当
初
は
相
談
す

る
こ
と
に
た
め
ら
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
思
い

切
っ
て
相
談
し
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

父
親
も
内
心
は
心
配
や
不
安
、
憤

い
き
ど
おり

な
ど

を
抱
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
常
に
Ａ
子
を

温
か
く
支
え
、
Ａ
子
の
話
に
い
つ
も
真
剣
に
耳

を
傾か

た
むけ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
と
き
、
Ａ
子
の
大

変
さ
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
て
い
れ
ば
…
…
、

と
い
う
自じ

責せ
き

の
念
に
苛さ

い
なま

れ
て
い
た
私
を
責せ

め

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な

父
親
の
受じ

ゅ

容よ
う

的て
き

な
姿
勢
が
、
Ａ
子
が
幾い

く

つ
も
の

険け
わ

し
い
峠と

う
げを
乗
り
越
え
る
原
動
力
の
ひ
と
つ
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
っ
て
、
Ａ

　
学
校
に
行
っ
て
、
勉
強
し
た
り
、
部
活
動
を

頑
張
っ
た
り
、
友
だ
ち
と
楽
し
く
喋し

ゃ
べ

っ
た
り
し

た
い
の
に
、
ど
う
し
て
も
学
校
に
行
け
な
く
な

り
ま
し
た
。
Ａ
子
は
、
中
学
校
へ
の
入
学
に
当

た
っ
て
、
中
学
校
で
３
年
間
き
ち
ん
と
勉
強
し

て
、
志
望
高
校
に
進
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
が
か
な
わ
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
子
ど
も
が
、
教
室
や
部
活
動
の
場
に
居
場
所

が
な
く
、
登
校
で
き
な
い
と
い
う
の
は
本
当
に

辛つ
ら

い
こ
と
で
す
。
身
が
震ふ

る

え
る
ほ
ど
切せ

つ

な
く
、

悔く
や

し
い
こ
と
で
す
。

　
そ
の
原
因
や
き
っ
か
け
と
な
っ
た
子
た
ち
が
、

の
ほ
ほ
ん
と
登
校
し
て
、
何
事
も
な
か
っ
た
か

の
よ
う
に
傍ぼ

う

若じ
ゃ
く

無ぶ

人じ
ん

に
行
動
し
、
Ａ
子
の
机

を
私
物
置
き
場
に
し
て
い
る
よ
う
な
振ふ

る
舞ま

い

は
、
た
だ
た
だ
恨う

ら

め
し
い
ば
か
り
で
し
た
。

　
新
し
い
学
級
担
任
の
Ｂ
先
生
が
、
そ
の
後
の

Ａ
子
に
と
っ
て
も
、
母
親
で
あ
る
私
に
と
っ
て

も
、
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
お
会
い
し
た
と
き
、
Ｂ
先
生
が
、

「
Ａ
子
さ
ん
は
、
大
変
苦
し
く
、
切
な
い
体
験

を
強し

い
ら
れ
、
心
を
深
く
傷
つ
け
ら
れ
た
の
で

す
ね
。
可か

哀わ
い

想そ
う

に
…
…
。」
と
、
親
身
に
共
感

し
て
く
れ
ま
し
た
。
目め

頭が
し
らが

じ
い
ん
と
熱
く
な

り
、
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
、
い
か
に
先
生
方

の
存
在
が
大
切
か
、
痛つ

う

感か
ん

し
ま
し
た
。

　
Ｂ
先
生
は
、
登
校
で
き
な
い
Ａ
子
の
た
め
に
、

家
庭
訪
問
や
電
話
連
絡
な
ど
を
通
し
て
、
さ
り

げ
な
く
手
を
差さ

し
延の

べ
て
く
れ
ま
し
た
。
殊こ

と

に
、

○
親
は
、
子
ど
も
の
何
気
な
い
言
葉
の
底
に
あ

る
切
実
な
思
い
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
子
ど

も
に
起
こ
っ
て
い
る
事
実
と
そ
の
因い

ん

果が

関
係

を
把は

握あ
く

し
、
子
ど
も
を
全
面
的
に
支
え
る
。

○
悪
口
を
言
っ
た
り
、
無む

視し

し
た
り
、
仲
間
外

し
に
し
た
り
、
ま
た
、
苛
々
し
た
感
情
を
ぶ

つ
け
た
り
す
る
行
為
は
、
人
の
心
を
傷
つ
け

る
い
じ
め
で
あ
り
、
差
別
で
あ
り
、
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
尊と

う
とい
命
ま
で
も
奪う

ば

う
犯
罪
で
あ
る
。
だ
が
、
い
じ
め
行
為
を
繰

り
返
す
子
の
大
半
は
、
そ
の
自
覚
が
な
い
。

こ
の
よ
う
な
子
の
親
も
、「
あ
れ
は
遊
び
だ
。

子
ど
も
同
士
、
ふ
ざ
け
合
っ
て
い
た
だ
け

だ
。」「
以
前
、
う
ち
の
子
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
を
や
ら
れ
た
。」「
学
校
で
起
こ
っ
た
こ
と

は
学
校
の
責
任
だ
。
学
校
で
指
導
し
ろ
。」

「
い
じ
め
ら
れ
る
子
に
も
原
因
が
あ
る
。」
と
、

責
任
転て

ん

嫁か

や
正
当
化
に
走
る
傾け

い

向こ
う

が
あ
る
。

し
か
し
、
親
は
親
の
責
任
と
し
て
、
理
由
の

有う

無む

を
問
わ
ず
、
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
卑ひ

劣れ
つ

な
行
為
で
あ
る
こ
と
を
、
子
ど
も

が
納
得
す
る
ま
で
全ぜ

ん

身し
ん

全ぜ
ん

霊れ
い

で
教
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
い
じ
め
行
為
に
よ
っ
て
、
義

務
教
育
の
機
会
を
奪う

ば

わ
れ
、
甚じ

ん

大だ
い

な
精
神
的

な
苦
痛
と
時
間
的
な
犠ぎ

牲せ
い

、
経
済
的
な
負ふ

担た
ん

を
強
い
ら
れ
る
子
と
、
そ
の
親
、
そ
の
家
族

が
い
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
ま
こ
と
に
痛
ま

し
い
こ
と
だ
が
、
時
に
は
自
ら
命
を
絶た

つ
子

も
い
る
か
ら
だ
。
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新盆見舞金の廃止に
ご協力をお願いします

～新盆・法事は簡素に行いましょう～
　公民館生活改善推進本部では、佐久地域生活改善申し合せ事項に基づ
き、新盆の見舞金廃止について、次のとおりご協力をお願いしています。

１　新盆の見舞金は包まない。
２　お見舞いに来られた方には記帳していただき謝意を表す。
　　お返しや接待などは行わない。（ただし、近親者は別。）

※「新盆の見舞金はご辞退します」
の貼り紙は中央公民館に用意し
てありますので、必要な方は、
お手数でも中央公民館へお申し
付けください。

教育委員会

　スポーツ推進委員をご存知ですか？
　スポーツ推進委員とは、立科町のスポーツ振興のために次のことを行っていただく方です。
①社会体育全般の企画、運営に関すこと。
②スポーツの実技指導に関すること。
③スポーツ活動の促進のための組織・育成に関すること。
④スポーツ指導員との連携、協力活動の推進に関すること。
⑤学校、公民館のような教育機関や役場等の行政機関が行うスポーツ行事や事業への協力に関すること。
⑥スポーツ団体等の行うスポーツ行事や事業への協力に関すること。
⑦町のスポーツ振興に対する指導・助言に関すること。
　主に、⑤の町でのスポーツ行事や事業で運営や審判としてご協力をお願いしています。
　そこで、以下のとおりの内容で募集いたします。
　ご興味のある方はお気軽に教育委員会までご連絡ください。

教育委員会
スポーツ推進委員を募集します!!

対象となる方 　以下のいずれか一つでも該当していれば対象となります。
 ・スポーツが好き、体を動かすことが好きな方
 ・様々なスポーツ（従来のものや、ニュースポーツなど）に興味のある方
 ・町のスポーツ行事に興味のある方
 18歳以上の方（高校生は含まない）で男女は問いません。
 資格は特に必要ありません。

定　　員 　３名

任　　期 　委嘱日から平成29年３月31日（第一期）
 ※第二期以降は平成29年４月１日から平成31年３月31日（２年任期）

連 絡 先 　立科町教育委員会　社会教育人権政策係
 電話 　56－2311　有線　2311　内線252
 FAX　56－2310
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「カエルの楽園」
百田　尚樹（著）　新潮社（出版）
安住の地を求めて旅に出たアマガエルのソクラテスとロベルトは、
平和で豊かな国・ナパージュに辿り着く。そこではツチガエルた
ちが、奇妙な戒律を守り穏やかに暮らしていたが…。
……………………………………………………………………………
「イヤシノウタ」
吉本　ばなな（著）　新潮社（出版）
みんなが、飾らず無理せず、自分そのものを生きることができた
ら、世界はどんなところになるだろうか。日常を見つめ、自分の
本当の時間を生きる術を伝える81編の言葉。
……………………………………………………………………………
「真田十勇士」１～３
小前　亮（著）　小峰書店（出版）
戦国の世を舞台に、時代の波に翻弄されながらも果敢に立ち向か
う知将・真田幸村と、猿飛佐助ら十人の勇者たちの活躍を描く。
……………………………………………………………………………
「いつだってともだち」
内田　麟太郎（作）　降矢　なな（絵）　偕成社（出版）
ともだちのオオカミばかりか、森じゅうのみんなから変な態度を
とられたキツネは、ひとりぼっちになった気分。みんなは何を企
てているのかな？人気のシリーズ第12弾。

図書室利用案内

●月曜日～土曜日　午前９時30分～午後６時
　　　　　　　　　　　 （土曜日は午後５時）
●日曜日・祭日　　午後１時～午後５時
＊お一人  ５冊まで  ２週間借りられます

開室時間

乳幼児のためのおはなし会
日時　７月27日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児～
大型絵本・パネルシアターなど

親子でお楽しみください！

お知らせ

図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。 教育委員会

おはなし会

「ちゅうりっぷの会」による

新着図書

　昭和61年５月に公民館図書室が開室され、この５月に
30周年を迎えました。このことを記念し、５月28日㈯中
央公民館において「図書室開室30周年記念式典」及び
「記念事業大きなおはなし会」を実施しました。
　記念式典では当時「図書室設立の会」の代表として図
書室開室に尽力された横谷忠彦さん（上房）に、その功
績を讃え感謝状が送られました。また、図書室の利用者
代表として土屋りかさん（蓼科・小６）には「図書室に
期待すること、感じること」を作文にして発表していた
だきました。
　式典の後に実施された「大きなおはなし会」では町内
の読み聞かせグループによる絵本の朗読や人形劇、各グ
ループ協力しての劇「うらしまたろう」が行われ、会場
の子ども達に楽しんでいただくことができました。

「公民館
図書室30周年記念セレモニー」

立科町公民館（教育委員会  社会教育人権政策係）　有線 4000
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　町では移住を支援するために、再利活用できる「空き
家」を募集しています。
　広く住民の皆様から情報をいただくために、固定資産税
の納入通知書に「資産の有効活用しませんか？空き家バ
ンク登録物件募集中！」のチラシを同封いたしました。
　現在町外から「立科町に住みたい、住んでみたい」とい
う希望者が大勢いますが、この皆様方の希望に添えていな
いのが実態です。まだまだ、再利活用できる住宅が不足し
ていますので「売りたい・貸したい」希望の住宅がありま
したら、企画課までご連絡をお待ちしております。

空き家バンクに登録して、資産の有効活用しませんか！
再利用できる住宅募集中 企画振興係

申請 登録調査［町］ 再利活用決定［資産の運用開始］

提出していただく住宅情報

流　　れ

住宅所有者の住所、氏名、電話番号、空き家の所在地等

お問合せ先　役場 企画課 企画振興係　電話 56－2311　有線 2311　FAX 56－2310

教育委員会

　長野県では、一人ひとりの個性や多様性を尊重し、すべての人が互いに支えあいながら共に生きる「人権が尊重さ
れる長野県」へ向けて、７月を「人権について考える強調月間」と定めています。人権について考えるイベント等を
企画していますので、ご参加ください。

強調月間 　７月１日㈮～７月31日㈰

●人権啓発ポスター展
株式会社電通で実施している「人権アートプロジェクト」で
製作されたポスターの展示
　日程　７月23日㈯～８月21日㈰
　場所　  県人権啓発センター 

（千曲市屋代260－６　長野県立歴史館内）

●人権啓発センター巡回展
県人権啓発センターで展示されている人権パネル等の展示
　日程　７月９日㈯～７月11日㈪
　場所　アリオ上田　１階モール通路（上田市天神3－5－1）

人権が尊重される社会 人権だより 人権センター（社会教育人権政策係）

７月は人権について考える強調月間です

●企業人権セミナー
　日時　７月26日㈫　午後２時30分～４時
　場所　  松本市中央１丁目18－1　　 

Ｍウイング　ホール
　内容　  講演会　テーマ「誰もがその人らしく暮らせ

る社会を実現するために」 
～障害者差別解消法と企業に期待される役割～

　　　　（講師）  平野　方紹（ひらの　まさあき）氏
（立教大学教授）
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平成28年度  佐久広域連合職員採用試験のお知らせ
１　試験区分、職種、採用予定人員及び勤務予定機関

試験区分 職　種 採用予定人員 勤務予定機関
上級 消防職員 若干名

・佐久広域連合消防本部
・佐久広域連合各消防署

中級 消防職員 若干名
初級 消防職員 若干名

２　受験資格
　平成28年９月１日現在、佐久地域広域市町村圏内（小諸市、佐久市、南佐久郡、北佐久郡）に住民登録を
して佐久地域広域市町村圏内に居住している者（修学、就職などのため他市町村に住む者で、家族が佐久地
域広域市町村圏内に居住している者を含む）で、将来にわたって佐久地域広域市町村圏内に居住する予定の
以下の要件を満たす者。
　　　　　⑴ 上級　消防職員　昭和63年４月２日から平成７年４月１日までに生まれ、４年制の大学を卒業

した者。（平成29年３月卒業見込み者を含む）
　　　　　⑵ 中級　消防職員　平成５年４月２日から平成８年４月１日までに生まれ、救急救命士法に基づ

く救急救命士の資格を有する者。
　　　　　⑶ 初級　消防職員　平成５年４月２日から平成11年４月１日までに生まれ、高等学校程度の学力

を有する者。

３　試験の日時
⑴　第１次試験　９月18日㈰　午前９時～午後３時（予定）

佐久広域連合消防本部　３階講堂
⑵　第２次試験　第１次試験合格者に別途通知

　その他、欠格事項、試験の方法および内容、受験手続き等の詳細は下記までお問合せください。
　　◇佐久広域連合消防本部総務課職員係　　◇電話　0267－64－0119

４　受験申込受付期間
　７月26日㈫から８月17日㈬まで
　申込書は、７月８日㈮から佐久広域連合事務局又は佐久広域連合消防本部および最寄りの消防署で交付します。

■日　時　８月15日㈪　受　付：午後１時～１時30分　　式典等：午後１時30分～４時

■場　所　老人福祉センター

■対象者　平成８年４月２日から平成９年４月１日
までに生まれた方で、現在、立科町に住
民登録のある方（進学などにより立科町
内に住民登録のない方で、家族が町内に
在住されている場合は対象となります。）

　通知の届いていない方や返事を出していない方で
出席される方は、下記までご連絡ください。
■連絡先　立科町中央公民館　有線4000

立科町成人式 教育委員会

　新しい人生の一歩を踏み出した成人の皆さんをお祝いするため、次のとおり式典を催します。
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平成28年度   自衛官採用試験のお知らせ
自衛官候補生
　　受験資格：平成29年４月１日現在、18歳以上27歳未満の男女
　　男子試験：９月17日㈯～19日㈪の内２日間
　　女子試験：９月23日㈮～27日㈫の指定する１日
　　待 遇 等：２年又は３年の任期で勤務し、任期満了時に任期を継続するか民間企業へ就職するかを選択。選

抜試験合格で定年まで勤務可能
　　キャリアアップ：選抜試験に合格すると、専門職（航空管制官・准看護師など）の道も（陸上自衛隊）

一般曹候補生
　　受験資格：平成29年４月１日現在、18歳以上27歳未満の男女
　　１次試験：９月16日㈮又は17日㈯（筆記試験等）
　　２次試験：１次合格者（合格時に細部発表）
　　待 遇 等：入隊後２年９月以降選考により３曹へ昇任
　　キャリアアップ：選抜試験に合格すると、専門職（航空管制官・准看護師など）

の道も。更に３曹昇任後は、パイロット、放射線技師、臨床検
査技師の選抜試験も受験可能（陸上自衛隊）

航空学生
　　受験資格：平成29年４月１日現在、高卒（見込含）で21歳未満の男女
　　１次試験：９月22日㈭祝日（筆記試験）
　　２次試験：１次合格者（合格時に細部発表）
　　待 遇 等：入隊後約６年でパイロット（幹部自衛官）

※３種目共通の受付期間：８月１日㈯～９月８日㈪

細部のお間合せは、自衛隊上田地域事務所（0268－22－5267）又は下記説明会へ
●自衛官採用説明会　日時：７月９日㈯・10日㈰　午前10時～午後４時
　　　　　　　　　　場所：自衛隊上田地域事務所及び佐久平交流センター

出店希望者募集
出店資格　町内に住所のある者（社）
出店内容　食品の調理販売以外の物
申込方法　町民まつり実行委員会の定める申込

書による

お問合せ・お申込み先
７月22日㈮までに町民まつり実行委員会事務局
（役場：企画課）までお申込みください。

町民まつり実行委員会町民まつり「立科えんでこ
」（８月６日㈯開催）

への出店希望者を募集し
ます
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佐
久
支
部

担
当
者　
手
川
芳
雄
副
支
部
長

電
話　
０
２
６
７
─
６
６
─
６
７
３
３

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
は「
少
額
訴
訟
」

で
ス
ピ
ー
ド
解
決

　
簡
易
裁
判
所
の
民
事
訴
訟
の
中
で
も
少
額
訴

訟
は
、
少
額
（
60
万
円
以
下
）
な
金
銭
ト
ラ
ブ

ル
（
敷
金
の
返
還
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の

代
金
請
求
な
ど
）
を
、
迅
速
に
解
決
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
特
別
な
手
続
き
で
す
。

　
少
額
訴
訟
に
は
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

①
判
決
ま
で
が
早
い

②
手
続
が
簡
単

③

ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
や
相
手
に
応
じ
た
柔
軟
な

解
決
が
で
き
る

　
少
額
訴
訟
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
と
い

う
方
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
裁
判
手

続
の
案
内
」
ペ
ー
ジ
の
「
簡
易
裁
判
所
の
民
事

事
件
Ｑ
＆
Ａ
」

http://w
w
w
.courts.go.jp/saiban/qa_

kansai/index.htm
l　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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たてしな保育園の
子どもたち

ひよこ組…外でたくさん遊んだ後は冷たい麦茶でひとや
すみ。休んだらもう一回遊ぼうね。

あ
ひ
る
組
⋮
小
学
校
ま
で
お
散
歩
に
行

き
ま
し
た
。
は
い
！
ポ
ー
ズ
！

年少組
暑
か
っ
た
け
ど
年
中
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ

ん
と
一
緒
に
風
の
子
広
場
ま
で
歩
い
た
よ
。

た
く
さ
ん
遊
ん
だ
あ
と
の
お
弁
当
は
美
味

し
か
っ
た
よ
。
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
♡

年中組
真田丸のカブト、かっこ
いいでしょ。元気にすく
すく大きくなぁ～れ。

親子遠足で松本アルプス公園に行きました。天気も良く、親子
でゆっくり遊んで心も体も大満足!! 楽しい一日でした。

年
長
組
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白樺
高原便り
白樺高原総合
観光センター

日　付：８月11日㈭
場　所：  女神湖畔 

（光と音の祭典）
内　容：  午後７時～ 

御泉水太鼓演奏
　　　　  午後８時～ 

花火打ち上げ予定

大勢の皆さんのお越しを 
お待ちしております。

メッセージ花火を募集します！
誕生日祝い、長寿のお祝い、ご結婚祝いなど
当日、花火打ち上げの際メッセージとお名前を放送します。
お問合せ先：（一社）蓼科白樺高原観光協会　電話 55－6654

白樺高原花火大会

ヒメボタル祭り

山岳写真家塩田諭司
さんの写真展

　７月16日㈯から７月31日㈰まで「ヒメボタル祭り」を開催します。
　ヒメボタルは、山の中に生息しているホタルで、ゲンジボタルやヘイケボタル
より一回り小さく、黄金色の強い光の点滅が特徴です。
　場所は、蓼科牧場信号から白樺湖方面に向かって５分ほどのところに会場入口
看板を設置してあります。夏の夜にヒメボタルの神秘的な光をぜひご覧ください。
（見頃は夜８時です。）

日　付：７月16日㈯～８月16日㈫
場　所：白樺高原総合観光センター２Ｆ
　美しく神秘的な山岳風景写真と山小
屋で働くスタッフの日常を切り取った
写真展。

デジカメ写真教室
７月16日㈯　午前10時～正午頃
集合場所　白樺高原総合観光センター
受講料無料
・  ゴンドラリフト往復＋御泉水自然園
入園セット券の料金は参加者負担

７月はイベントが目白押し！ぜひ遊びに来てください。

　第20回町長杯争奪ゲートボール大会が５月23
日㈪に権現山屋内運動場において開催されました。
　今年は４チームが参加し、和気あいあいとした
雰囲気でゲートボールの試合を楽しみました。
　大会結果は次のとおりです。
優勝　茂田井Ａチーム　準優勝　宇山チーム
３位　赤沢チーム　　　敢闘賞　茂田井Ｂチーム

　５月21日㈯、第30回蓼北中学生バレーボール大会が開催
されました。望月・北御牧・東御東部・丸子・丸子北・依田
窪南部・和田・立科の８校が参加し、白熱した試合が繰り広
げられました。

第 蓼20回 町長杯争奪
ゲートボール大会

北中学生バレーボール大会

成績は次のとおりです。
男子チーム優勝　立科
女子チーム優勝　  依田窪南部

（立科三位）
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行　事　予　定 保　　　　　健　
1 金 特定健診（集団）、大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎検診

会場：総合観光センター

3 日
北佐久消防協会消防ポンプ操法
・ラッパ吹奏大会
公民館女性部研修会

4 月 特定健診（集団）、大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎検診
会場：老人福祉センター

5 火 特定健診（集団）、大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎検診
会場：老人福祉センター

6 水
赤ちゃん相談室　H28.4月生
特定健診（集団）、大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎検診
会場：老人福祉センター

7 木 特定健診（集団）、大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎検診
会場：老人福祉センター

8 金 特定健診（集団）、大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎検診
会場：老人福祉センター

12 火 第31回交通安全町民大会 乳児健診　 ４・５ヵ月児：H28.1月～２月生
　　　　　10・11ヵ月児：H27.7月～８月生

13 水 町政懇談会
18 月 たてしな風の子環境フェア2016

20 水 ２歳児おやこ教室（２回目）
H25.12月～H26.6月生

22 金 夏の交通安全やまびこ運動（～31日） 子育て相談（予約制）
24 日 立科町を美しくする日

７ 月町民カレンダー
● 固定資産税（第２期）
● 国民健康保険税（第２期）
● 介護保険料：普通徴収（第４期）
● 後期高齢者医療保険料（第１期）
● 上下水道料金

７月の納税

電 話 有 線
白樺高原総合観光センター 55－6201
中央公民館（事務室） 56－2311 4000
たてしな保育園 56－0022 2100
こども未来館（児童館） 56－0248 8888
老人福祉センター 56－1825 4091
立科温泉　権現の湯 56－0606 4126

連絡先

町のデータ５月 ５月１日～５月31日の状況

立科町役場  電話  56－2311  有線 2311
　　　　　  FAX  56－2310

人口 7,454（－11） 出生 5
男 3,693（－  7） 死亡 9
女 3,761（－  4） 転入 11
世帯数 2,849（±  0） 転出 18

救急 出動件数 年間累計

交通事故 9 23
その他 30 170
合計 39 193

火災 発生件数 年間累計

建物火災 0 0
その他 0 3
合計 0 3

今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 16.2℃ 14.7℃
最高極日 30.2℃／26日 29.3℃／10年
最低極日 3.4℃／18日 1.1℃／10年

降　水　量 44.0mm 90.0mm
降水量（1～5月） 286.0mm 301.8mm
日 照 時 間 240.8時間 226.7時間

人 口 ６月１日現在（５月31日届出まで） （　  ）内は前月比

気　象

各種相談日
●結婚情報センター相談会
７月８日㈮
午後１時30分～３時30分
場所：老人福祉センター　機能訓練室
問 立科町社会福祉協議会
電話56－1825

●無料法律相談
７月15日㈮
午後１時30分～４時30分
場所：老人福祉センター　
相談員：土屋文男弁護士、林　茂
問 立科町社会福祉協議会　
電話56－1825

緊急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570－08－8199

3 日 小諸病院 小諸市 0267－22－0250
小諸南城クリニック 小諸市 0267－26－5222
軽井沢病院 軽井沢町 0267－45－5111
てらおかクリニック 佐久市浅科 0267－51－5222
武重歯科医院 佐久市望月 0267－53－4182

10 日 由井医院 小諸市 0267－22－0327
田村医院 小諸市 0267－22－0048
休日夜間軽井沢診療所 軽井沢町 0267－31－5057
みまき温泉診療所 東御市北御牧 0268－61－6002
歯科中島医院 御代田町 0267－32－2016

17 日 武重医院 小諸市 0267－22－0171
佐藤外科医院 小諸市 0267－22－0334
休日夜間軽井沢診療所 軽井沢町 0267－31－5057
中島医院 東御市北御牧 0268－67－2777
高橋歯科医院 小諸市 0267－23－2723

18 月 小諸厚生総合病院 小諸市 0267－22－1070
軽井沢病院 軽井沢町 0267－45－5111
コスモス歯科 御代田町 0267－31－2284

24 日 甘利医院 小諸市 0267－22－0729
東小諸クリニック 小諸市 0267－25－8104
休日夜間軽井沢診療所 軽井沢町 0267－31－5057
松井歯科医院 佐久市望月 0267－53－8241

31 日 矢島医院 小諸市 0267－22－8148
花岡レディースクリニック 小諸市 0267－23－4103
軽井沢病院 軽井沢町 0267－45－5111
田中歯科医院 佐久市望月 0267－53－4682

休日緊急当番医 ● 午前９時～午後５時
　 （歯科  午前９時～正午）


